
マ ラ ヤ 土 壌 と 肥 料

農林省農事試験場高冷地文場 永 井 政 雄

(1960･7･-1962･7)

Ⅰ 地 質 と 土 壌

I.地 ■上~

2. 土 壌

TIProvinceWellesleyj,卜1における水稲二期作出端,U)土壌概況
i. 土壌の種類と水稲ノ生産力

2. 農家の慣行法と水稲収量

3. 栽植密度 (収遣調査)

In ProvinceWellesley州の水稲二期作地帯における肥培LIJ

nT 二,三の改善すべき問題点

1 地 質 と 土 壌

1. 地 質

マラヤにおける最古の地質は石炭紀uj石炊岩およひ石灰岩質f'-lI岩などで,三歳紀o)珪岩,貢

岩,花岡岩,火成岩類などとともに広い両机にわたって分直しておL),マラヤ跡恒邦両 市地Ji;上

･二構成 していろ′ノマラヤの申央邦を再北 に 上っていろ山岳地･≡抽)両側には foothillと称されて

いる丘陵地があるL これ ら丘陵地は土 として 石灰岩や砂岩などでできている,この種の岩石類

は侵食を受けやす ∴ 雨水や河川水U)侵食 L/)たれ 鋭 く明り_立った1JjiF_沌iO)石炊岩の両が誹 /I

に故托されるL

マラヤの地質別の山机を )Jlrlすれば,マラヤの総出枯51,000平方マイルU)うち約半分は花闘

岩 と火成岩類が IltJめてお り,伎嗣岩 より地質的 に 古 い石 灰告は総画精のほぼ 3分の 1弱 とな っ

ている｡ このほか塩/相生火成岩 (ほとんど玄武岩質のもの)が中央部山岳地晶や東邦などに広

く分11'-しているが.そのH'摘 汗ま少ない 残 りの人部分は沖積層で占められている′｡

沖精層には 2種類があって.そり一一つは堆 机の比較的 古いもので,錫や鉄鉱などの鉱物;i//f源

(第 1図)

(' 卜 域

マラヤの甜 畑ま熱帯降雨林'*汁,昌二l;.lT:している_したが って,十嬢は高温多雨o)条件下で/日長
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され,ラテライ ト土壌生成作

用を受けるO土壌は赤色また

は黄色を呈 しており,ラテラ

イ ト土壌帯に属 し,ところに

よってラテライ トの分布がみ

られ る｡

また,東部や酉部の沖積低

地では湿地や泥炭地となって

いるところが多 く,土性は東

邦が砂質で,西部は粘土質の

ものが多い｡

マラヤの土壌調査は農務省

ujスタッフによって実施され

ているが,土壌調査方法はア

メリカ合衆国農務省の土壌調

査法によるもので,土壌分類

刺

記

第1図 地 'i'壬 別 分 布

の基礎を土壌紋におき,2ないし3の紙を一つの Associationとし,これを作図の単位として

いる｡ 現在のところ,土壌図0)作製は 1- 2C,)州0)みで,ようやく精についたところである,J

G･Owen はマラヤ土壌を堆精様式と母材岩石とにより,次のように分類 している,_i

a 残 精 土

(1) 火成岩に由来する土壌

マラヤではこれに属する土壌の分布がもっとも広い｡主として花園岩質の岩石を母材として

おり,土佐は S.C.Lであって,土色は赤黄色を呈 しているO 地力は府薄であり, ラテライ ト

性U)コンクリ-ションは含まないID

(2) 水成岩に由来する土壌

主としてゆるやかな傾斜地に分布 している｡貢岩に由来するもので,士性は S.L,Sic,S.C,

C･L などがあり, 土色は赤黄 もしくは黄色であるo ラテライ ト性 コンクリ-シr3ンがみられ

ることもある｡

b 運 領 土

(I) 梅成沖積土

東 ･西両海岸地帯に分布 し,泥炭を伴う場合が多い｡東海岸の土壌は西海岸のものに比べて,

一般に砂質である｡ 本土壌は肥沃皮が比較的高い｡

(2) 河成沖積土
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平出 もし ∴ま起 伏.tノ)ゆ るい内陸邦沖情地帯に万石す る 河成沖情二日二は次 U)ような樟類 が 了,

i) Si.C,L で排 水本艮
ii) C.L で排 水良好

iii) S で排水週彩

り ProvinceWellesley州における水稲二期作地帯の土壌概況

P･W･州における水稲栽培雨情は 約 35,000エ-カーあ り, これは マラヤ0)水和Hk培総両樟

第 1表 P.W.に お け る 土 壌 区 の 特 徴

頃

土 壌 区
目

地 区 '(]

地 揖 混 成 沖 桔

二十壌 区 レ)特 徴

水 稲 の 収 量
gantan/acre

50cm 以内に砂

層介在 し,第 2

層下部は黄褐色

の鉄の斑紋に富

む｡Permatang

の周辺にみられ

るが分布は少ナI
い｢

300～400

代表的土壌番号 9

卜 壌 断 面

斑 鉄4柿 的 ITl-

P.W. P.W.
North Central

満 成 沖 精 薄 成 沖 桁 侮 成 沖 r-

P･Wellesley州における水稲二期作地帯の土壌はほとんど

このいずれかに属す｡ 土件は粘質で可塑性 ･粘着力ともに大

であって,耕起,代かきなどの農作業が著 しく妨げられ,吃

燥 した場合には地表に大きな亀裂を生じ強 く団結す る ｡

表トは暗灰色を

ttL,排水不良

でswamp状を

呈していろこ.

500-

55

下層は鉄の mottle

に富み,土色は褐

色または黄褐色を

呈す｡.

300～400

22

BとCの中間の特

性を示 し,mottle

は少ないrJ土色Ilh

Cに似ていJ:'0

400-500

40

早 嬰 ･ 巴 ■
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土 壌 ~蘇 号 ~

分 析 項 目

第 2表 P.W.における土壌の理化学的性栗

石(A) . 55(B) 22(C) . 40(D )

土 層 ､ト音 L~寺 斥 盲i十表 ~主丁子 JE土~≧表 土 ･下層土 )表 土 .下層土

■
土 壌 の 厚 さ

粒

往

組

成

%

粘 土

微 砂
細 砂

粗 砂

棟

土 性

pH

水 分 %

灼 熱 損 失 %

有 機 物 %

全 炭 ;JT,31 %

全 窒 素 %

],JLi 素 率(C/N)

塩 基 置換 容量 m.e

I : : : -- ::_

0

5
7.2

1.59

F

0.92: 0.401 3.32

7.6

4･5 4･7 ; 4･4
3.4 2.2 2.5

4･48 3･03㌔ 1･02

1

6.57

15.82

置換 性 苦 土 m.e ･ 1.69

6･50I全 塩 基 m.e

47

16

15

22

一
LfH

44

17

15

2〇

一
LP
,1L

4.8 4.6

6.8 2.7

8.8 8.6

3.48･ 3.26

2.02 1.89

0.14･. 0.13

15･65L 21･37

3.67｣ 1.10

i.28I; 1.36

0.091 0.35
5.09L 3.01

20･35 12.14｢10･34

∴ 二_: :二

1

3.20; 1.281 1.02

0.04; 0.04

0.74 ; 0.78

924,000エーカー (1959年度)のほぼ4%にあたる.P･W.州は北部,中部および南部の 3つの

行政区に分画されている.各地区の水稲栽培面積はそれぞれ 20,000;10,000;4,500ェ-カー

となっており,このうち二/Tg]作水抑面積は15,000;8,600;400ェ-カーを占め,これらの総計

面積は24,000エーカーで,二期作率は約70%である｡

P.W.州の水稲二期作地帯の土壌は淘成沖積土がほとんどを占めている｡ 地形は平坦である

が Permatangといわれている沿岸洲 ･砂洲跡が島状に点在 し, 部落民の居住地と なってお

り,平坦な地形に若干の変化をもたらしている｡

一般に土壌は重粘であり､土壌断面の変化に乏 しい｡河川流域や Permatangの周辺では砂

質土嬢などもみられるが,その分布は少ない｡土壌は強酸性で,塩基に乏 しい｡これは母材が

塩基に乏 しいことと,農家の石灰施用の習慣がまった くないことによるものと思われる｡ また,

泥炭は南部地区に分布がみられるが,北部や中部地区にはほとんどみられない｡有機物に乏 し

く,その多少は土壌肥沃度の一指標ともなる｡ 有機層の厚さは約 30cm で,灰色または暗灰色

を呈 しており,下層土は一般に灰白色であり,土壌によって,黄褐または褐色の鉄の斑紋が認
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め吊 i/Iy グライ土壌は認められノない またマンガンJ)斑紋 ･結核も存在 しない 仁愛粘 卜鉱
伽 まカオリンで,イライLuj痕跡が認められる

1. L壌U)種類と水稲 /I:J;riJ:-1力

水稲二期作地J冊 )82か所の水帖 二ついて,土壌調査を行なった (Offseason) ニ0)調査は

土壌 分佃 )帖 兄,十嬢と水稲如 上力および農家における水稲栽培の実態封 巴軽すること′冬日的

としたもujである｡調査はスタッフU)不足や道路の不備などの支障があって, j',定どおり進行

せず. 卜分なものとはいえないが∴ 引ま所期 の目的を迅することができた〔

a L壌の種類とそC))''古11

土壌調査に基 づいて, '･期侶也JI抽)土壌をA,B,C,Dの4土壌区に分類 した , 紅十.嬢は

a)特徴と土壌に闇する記載は第 1表,第2表に示すC またそれぞれの｣-_壌分舶 ま第 2図に示 し

た一1なお各土壌区の特徴とその''古′'i)'の伯馴裾ま次のごとくであるL

A土壌 区 は 河 川流域 や

Permatang周 辺 に分布 して

いるもので,そのTrj沌-i-は小さ

い‥､この土壌区の特徴は地表

両より 50cm 以 内 の 浅い付

帯 に砂層を介在 していること

卜が粘質のため排水遇 影にな

よる収量の差が大きく,収量

は根 して根いU

B土壌区は工として満岸雷

りに分有している.｡他の土壌

区に比べて若 干低付(;･封こあり,

地下水位が高い｡ 表土 は菜か

くて深 く,湿旧状態を呈 して

いる｡水稲の高位収穫閏はこ

の土壌区に分石しているが.

安定性に欠け, しば しば水言

･iF-蒙っているO家畜や機械J_)
第2図 P･W.･さこおける土壌の分布

入らないところが//Jく,Tajak封 肌 ､た本｢冊封也が行なわれていろ



C土壌区は最も高位吊にあり,排水良好で,下層土は鉄の斑紋に嵩む｡本土壊区の-･部では

水不足のため,早ばつの被害や農作業の遅延などにより収量の低下をきたすものもある｡ 収量

は概 して低い｡

D土壌区はB土壌区に接 して,二期作地帯のほぼ中央に柿間しているO 分布面積はもっとも

広く,土地環境が良好なため,機械による耕うん作業がもっとも普及 している｡収量はB土壌

区に劣ったが,本土壌区は栽培技術の改善により増収のもっとも期待されるところである,-,

b 現地三要素試験の概要

土壌調査の結果に基づいて分類された4土壌区について,代表的と思われる水田15か所を選

び,off,mainの両シーズンにわたって三要素試験を実施 した｡その結果,両 シーズンともに,

肥料成分のうち窒素の施用効果が最も高 く,かつ土壌区の問に施用効果の差があることが認め

られたo

Mainseason:この地帯の農家では 非常に多 くの品種が栽培され, これら品種のうち肥料の

感応性が明らかにされていないものが多い. 本試験では農家の苗 をそのまま使った関係上,15

か所の試験地で6品種が倶試される結果となったrJ

したがって,水稲の収量は品種によって支配され,土壌区の水稲年産力について満足できる

比較検討を行なうことができなかった｡

窒素の施用量と土壌区との関係をみると,いずれの土壌区も窒素の施用によって,水稲収量

は増加したが,B土壌区は窒素の施用効果が少なく,またその増施効果もほとんど認められな

かった｡ A土壌区は増肥効果がもっとも期待されたにもかかわらず,施用効果は認められたが

増肥効果は全 くなかった｡ また,C,D両土壌区の場合は窒素の施用 ･増肥の効果がともに認

められた｡ 以上のことからA,B土壌区では30ポンド/エーカーが,また, C, D土壌区では

60ポンド/エーカ-程度がその適量ではないかと推定される｡

O ffseason:offseasonは mainseasonと比較 して, 窒素の増肥効果は少な く, また60ポ

ンド/エーカーで倒伏する例が多かった｡とくに中部地区は北部地区に比べて倒伏が目立った｡

これは前作の刈取から漕水までの期間が長いため乾土効果による窒素の無機化が促進されたた

めではないかと考えられる｡ これはその年の気象によっても影響されるので,この点を考慮 し

た施肥が必要であるが,Offseasonの窒素施用壷は30ポンド/エーカーぐらいにその適量があ

るのではないかと考えられる｡

2. 農家の慣行法と水稲収最

前記の三要素試験圃場に農家の慣行区を併置して,試験圃場の標準区と収量の比較を行なっ

J= O

なお,試験区における本間耕起, しろかき,水管理は慣行法に準 じ,供試宙は農家のものを

用いた ｡
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場 ,JL-1,'余い て ､ 試騎区が20-3Or/,,rJ)i削 丈と な っ た これは里位 直情 ､【'1り ,J)根数U)差によるもし/)

で , と く に , 憤 行 区 は試一拍区に比/＼て闇 tiTIJ,,畑 芝が雄で あ ろ こ と が 指摘され た ､ r -/Fi:㍗);Y, 読

)換区と慣行区 uj栽 情 密 FTl/i,i-比較す ると, 試験区の 12′′Y12′′.1=対して. 肌行区では, main

season15.6′′ン(17.0′′～12.9′′弓3.5〝,Offseason13.4′′㌧1,1,1.5〟 とIi'Aii再であり l桂 ､半 巨 ノ)抽数は

で il'｢ :>二 T= 考 ,I? ･章 一 7 ､

3. 栽机密度 (収 量調査)

とされてお り, こL/)地 帯 C/〕水稲平均収 量;L1-600ガ ンタン/エーカーにあげろこと//こ.さしあた って

J)口 腔 と した場合,どCノ)ぐらいの栽柚 .神変が｣早､か 二 一~)いて..廿表におTj-,7/)､措iu)収量と栽帖

密 1'ti;か ら柄..上手行Iごったr

第3図は600ガ ンタン/エーカーTi土圧〕三とした場

合U)栽1甘蘭 曇と穂数とLJj関 係 / ll-/,尖際に 600ガ ン

タン/エー一カー- ,ll-得た川場におけるエーカー 当 り

レつ平均穂叛か らそiLぞれt;)栽帖密 度 の 桂 ､】'7り批 点

/;/計付し図示 した も,I)で占/7'

第4図はL-㍗豪のIji:際 しっ枕当り穂数 と 600ガ ンタ

ン / ェ--カ ー-TIう,7,た 鉦 二必 要 とす ろ 計柘植とし′)

削 合 /JL-:′J十十 これ;/'J,I,明 らかなように栽情J/.畑fiL;J･

輔になるに したが って,計ILノ再畑としノ)'刊合:ま急 ;'/I,T'(に

･･.･･W
T,-

,

:
,

(.
∴

‥(

/lLi,誰I,,/,2,さ;'32㌦?,i/]4?,/i,4･Fl3'i7/bf,:I/Jf,'･l翻 直密度
眉∠廿<l 美際,J-)虹敬 t_計算値の剖 合

｢コ .

L
r

J
.

1_
.

Ar
IA_I

･[:
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･
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･
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第3図 枠 類 と 栽 柿 Ir/-[:皮

∫ /-占0 占7J70 7/-LLT'7 LP/-現フ L7/.-′7LIO //C/- 宴F繁の榎 恕 LV
吉:剛勇 と一婚 冊

第5間 実際の糖類と計算値の比C,つ分布



低下す る｡すなわち,珠に_なるほど必要穂数の征保が困難になることを示 していろ｢

第 5陵=ま計算値に対する実際の穂数割合が70-80%の水田が最 も多いことを示す｡

i/Jt上を要するに, 各種試験結果か らみて 600ガンタン/エーカー の平均収量を確保すること

は困難でないことがうかがわれる｡また,Offseasonの PeBiFunでは 12′′×12′′～13′′×13′′

が実際的で,かつ効果的栽植密度ではない かと推測される｡ なお,mainseasonの場合には品

種が多く,正確さを欠 くが概 していえば Offseasonよりもやや疎楠がよく,13′′×13′′～14′′×

14′′程度が適当であると考えられるが,推測の域をでない ｡

lTT ProvinceWellesley州の水稲二期作地帯における肥培法

i:.要稲r再出帯に対 して,マラヤ農務省より第 3表のような州別の施肥量の規準が指示されて

い る ,,

しか し,肥料に対する農家の闇心は一般に低 く,農務省では肥料購入の融資などによって,

農家の関心を高めるよう努力 している｡ マラヤのうちでも水稲栽培の技術水準が比較的高いと

いわれている P.W.州の二期作地帯においても,従来 リン恨質肥料 (主として CIRPである)

a)使用に_JTiI点がおかれてい た ｡最近になって他の肥料成分にも関心がもたれるようにな り,肥

料消費は増加 してきている｡〕しか し現在でも施肥効果のもっとも高い窒素質肥料の使用農家刊

･合は50% (mainseasonではこの割合より若干高い)を示しているにすぎない｡

リン酸質肥料はほとんどの農家が使用 しており, その施用量は CIRP;160ポンド/エーカー

(2袋), 成分 として 57.6ポンド/エーカーの例が多い｡main,offの両シーズンに施用する

が,農家によっては二二r日二一回施用の例もみられるLl

童素質肥料は尿素 ･硫安などが用いられているが.尿素 他用の農家が多いGその旋用量は成

分として 56ポンド/エ-カー (1袋)の場合が多い O またカリ質肥料は配合肥料としてごく一

部の農家で用いているに過ぎない｡

第4表は P.W.州の北部 ･中部両地区の15か所の農家川場において実施 した三要素試験の結

第 3表 州 別 施 肥 基 準

州

Perlis
Kedah

P.Wellesley

NegriSembilan
Malacca
Kelantan

Trengganu

地 域

2nd～3rdclassland
//

北部 ･中部両地区

州の全水稲栽培地域
′/

〟

BatuRakit

他の地域
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肥 料 成 分 ポンド/エーカー

N P205 K200

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

24

0

0

0

5

5

0

0

4

6

6

6

4

4

4

4
2

一
15

15
15

15

1
12



第 4 表 二 要 式 試 験 結 県

Main season

北 机 地 区 中 部

鳩 車 指 類 初 市 .㌧･
-ソ人

区

∵

地

.

指

Off season

ヒ 部 地 区 中 部

L｣い 指 ー∵ヽ

区山

指

-
ノ

利

圭

酸

-

1
7I

ン

肥

窄

力

要

托
‥
托
‥
托
‥

忙
‥
一

5

6

3

0

2

8

9

4

6

8

4

4

5

5

LhJ

0

2

ワ
〕
6

1

0

0

1

1⊥
2

11

l

i

1

1
J

4

5

0

0

9

0

2

〓J
8

8

4

4

4

4

4

0

Ln

4

9

1

0

0

1

1

り
｣

1

1⊥
l

1

1

備 考 N ;mainseason, 30ボントソエーカー

Offseason, 60ポンド/エーカー

P205 ;

K20;
用重;ガンタン/ェーカー

60ポンド/ェ-カー

30ポンド/エーカ-

5

9

9

2

5

6

0

1

Lつ

5

4

5

｢つ

｢つ

｢〇

0

9

2

9

9

0

0

1

1

1

1

1

1

1⊥
l

9

6

2

7

3

1

5

4

4

5

5

5

｢〇

5

5

n

U

T-

4

5
7

-

0

0

0

0

0

1

1

1

｣-J
l
一

県であ る ′-これか ら明 らかなように,葦素の施用効 果が最 も高 く,ついで リン酸 ･カ リLノ)町 と

なっている (Offseason の中部地 区の場合は倒伏U)ため乱れた上

室素は例外な くそ♂〕施用効果が認め られたが, りン恨 ･カ リは川場によって異な り,施用効

果のあるものと黙 らざるもU)があった ｡ リン酸の場合に悠IFlll衣J)週去における施用の在無 や/J'ui

用 量U)//y少に関係があると推定 され, リン酸を砲†7日JていないJTlllJjiや施用 星の少ないJF]Fiノ糾 旧,,L1-
によ く抱川効 果が認め られた-なお, リン順の覧吊 量については B Merah と B.Lima a)両

試験 地において60ポン ド/エーカーまで 2年にわた って ･FJliiiTJT試験宇美胞 したが, そ0)効 果は認

ふ′)られなか った ｡ また,カ リについてはこの｣也描U)浩 未̀U)慣 行か ら稲藁は水田か ら持 出さず,

脱穀後焼払 うため,漕潜 水か らo)1′照合などもあって,他LJ)成分ほど問 題にされていない｡,施用

効果のあった冊場 はA土壌 区に屈 しているか,排 水追 ',Jujも･釧 二限 られてお り, カ 1日ノ)流亡に

よる欠乏 土壌ではないか と考え られ る- 胸 擁氏の カ リ抱日清用言によれば 30ポ ンド/エーカーで

8,tlG,60ポン ド/エーカーでは167yju)耳叫丈とな ってお :), こレ)ことか らカ ))a)lTi:要件/I_一指摘 し

ている- しか し, こ.の冊場 :ま B.Lima J)排 水過 多刷 畔 ′1-であって, カ リの,']旭日効 L某は前述U)

〕1手回 lによるものと考え られ.ら-メ

P.W .州の二期('口跡日昌二お:j'る畏家の栽情晶相 は Offseasonでは shortterm uj PeBiFun

- 吊 種であるが, main season では伎冒 日数が 140- 180日 までの数 多く0jmedium term u)

晶種が用い られノている一､したが って,量素C,)iJk川につし､ては ),!i肥 もしくは/日/日 数による追肥

時期 が指示 されノている (第 5表)-､

最 近にな って,P.W.州では=棚(えの 2, 3｢1前に配 合肥料 ,JL-)闘巴として施 し,追肥には尿

素 を品種 のp/巨百 日数によって, I二記 拭準に したがい追肥す るよう指示 してい るし しか し現在Cノ)

ところ章室だけでな くLl闘LTlは Fj'hされず,Offseason に さまHlirL【lIえ後 2- 5週F7郡二,main season

--1ユ7-



工.'子̂分けつ期I二 ･回 rJ)追肥キ行なってい,?i
が, 畏家によってはさらに 2回 臼の追肥を

ljkすこともある｡ リン酸の施用は冊植え後

1- 4週間の農家が多 い ｡

P.W.州の漕排水施設はほかの州に比べ

て良く整備されているにもかか

わらず,main と branchcanal

のみで,溝潜水は水冊から永日1

-と溢流 しつつ 供給され て い

る｡ したがって掛流 しとなるC))

で,)闘巴施用の場合には肥料の

流亡が多いことや肝 草二の繁茂を

きたすなど不利な両もさり,一

概に柑把が有利であるといえな

い｡

B.Limaに おいて室素の施用

時期試験を行なったが,第 6図

の如 く,mainseasonではILl村〔

え後4- 9週間に施用の場合に

良好な成績を示 し,とくに幼拙

分化始期から幼拙形成期の追肥

が最高の収嵐を示 した.またOff

seasonでは [llfr在え後 30-35日

の有効分けつ期の追肥は穂数多

く,収量も最高を示 した｡

室素の施用時期試験とともに

分施試験を mainseason に行
なった (第 6表),J この試験で

は 30ポ ン ド/エーカーを 1回に

施用した場合,基肥あるいは侶

柚後30日施用よりも幼穂分化始

期と幼穂形成期追肥がよく,60

第 5 表 晶種別窒ヨ.ミ亀川兆準

生 育 期 間 施 用 時 期

150日以 内 の 品 種 田 植 後 5週 間
150- 190日 // 〝 6 〝

190- 220日 〝 〝 7 〝

220 日 以 上 〝 〝 8 〝

田2 4 6

芸置 ,,

8 /0 /2 /4 /6
′

警蓋 g so I,2BO I,3BO I,480 I,5BO
I,bBO I,7B0 ,,860

第 6図 窒 素 の 施 用 時 期 試 験

備考 ;mainseason N;30ポンド/エーカー
offseason N;60ポンド/エーカー全量を 1回に施用
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項 目

区番号

1

ワ

3

1

5

6

J

8

9

10

基 肥 30日後 40.日後

3

1

3

1

1

0

0

nU

0O
一〇

0

5

5

0

33

nU0
0

0

0

0

0

0

0

0

000

3000

00

3030

幼 札 形

r∴ !二三j
社 規 根
本

･山井卜

精
子長

cm0 9.8 26.5

0 11.6 26.5

0 12.7 26.5

0 11.7 27.4

30 10.8 28.5

15 11.5 27.8

30 12.4 28.5

15 12.6 27.9

15 12.4 28.3

30 13.0 28.0

賀 精 粗 量

g gant十 収 是 比エー九一･･

20.3 443

20.9 536

21.2 542

21.0 583

20.4 567

20.8 575

20.6 621

21.0 598

20.6 622

20.4 621

n
u
,l

り
】
-
･
8

日U
nU
5

nU
nU

ハ
U
ワ
一
2

つJ
り⊥
つJ
-山一
3

4

4

1

-
.-1
]

･｢｣
l

1

l

↓･⊥
l

｣-⊥

Fi区とも P205;60ポンド/エ-カー,K20 30ポンド/エーカ-を矧把としてb'ui用 r

ポンド/ェ-カー施用IJ_)場合には30ポンド/エーカーより頼ったが,′号砲方法による差はなか っ

た rmain seaon における童素LJ_)抱片目廿期と'/日,鋸式験 cJjJ両君LJ_)結 果cJ)追い,すなわす,分けつ瑚

追肥 U)効 果cJ_)差は地 力レ_)差によるもC/)で, 万化 試 験 を 行なった B.Merah土壌が肥沃であっ

二L二川二対し時期 試験,壬行なった B Lima 日東は地 力が低 く,;1J-,つ排水週 '/Vで, とくに′日'汗り

)拙二昔しかった こU)た軸 苫宥l加 Iiu_〕JIJ'uiL把では圭素し畑丁は亡が /-i;く,欠之をきた したが, ,j(もl',

困皮長が情んとな り, 宮 ナつ数も多目恒臣ま拙肥区に')L;ったが,収量は比較的よかったもレJと
JZj え ら れ j:j

H Ljj._-:要 す るに mainseason i'二は 幼拙万化鋤か ら幼触形成現にか:ナてU ) 拙 肥がよ く, Off

season では=帖え後 1か 月頃U)/分十 つ用が穂数宰く肥料効果が高い

なまJl,main season に銭｣吾されるr＼情臣ま140-180日と 5-1',種であるが, /I:.丁′[-Fi数L/)追;い鳥目

柚えかJ_'HzHT止までC/)期粧 仁としてJ烏 二.7jL',ナけ-,lJjjか ら幼穂腔/,/,'J,u机までしっ差.二よるも,J)であろ

したがってこレ)期冊U)/来貢伏態:,i::いかに雄持す,?lかが問題で今宰/tu〕検討 が 必要であろ

IV 二,三の改善すべき問題点

上 /r,-hiJ肥)占準の杵 立 現在農務省よりlLLlされている施肥基準 は州 もしくは地区ノ二一本十王に し

たきれJj)てあらいもU)である＼ ノ こし)ような )居宅では,甘 京レ)実]侶二通さない 精辱E烏:上壌詔hff.

･j;T')ri'JJ出し∴｣封青に即 した土壌jiル)施肥情準C/);(f'EI立が必要である

2 , 地力紺:.iA与 こul)山一HrJJ)F甘 夏で.1･ま堆肥を利用する習損がな く,収穫缶Jj稲葉は根 い てい

ろ ｢ 日東鳥(雄糾七汗二′ヱしく,か一｣r繍 El-で辛)ろから,地 力維持上有住物しっ補給が必要でLiI)i), .ll

しノ)合門川'lJ,r;帖日rJ一法し′)酢 立イバ L里ま L r､､
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3. 品種の選定とその肥料特性 すでに述べたように,mainseasonでは種 々雑多の品種

が栽培されている｡これらの品種は生育日数が140-180日とまちまちであるため,収穫時期が

そろわず落水が不 可能となる｡ このため水の過不足による収量の低下や収穫作業の能率を著 し

く悪 くしているのが実情である｡ この改善策としては地域別の奨励品種の選定とその肥料特性

を明 らかにし,農家-の普及を行なうことが必要である｡

4. 耕転の時期 地力維持の項で触れたように,土壌がJt壬粘であるため,水田の位置C/)比

高 が高く地下水位の低い地帯では土壌の同結が著 しく,排転作業が困難となり,浅排となりや

すい｡ このため収量の低下をきたしていると考えられる例が多い｡ このような水団では土壌の

随順吉状態をみて耕転作業を行なうことが必要である｡ しか し,いまのところこの点についての

検討がなされておらず,底準となるものがないO適正な耕莱云U)1闇 乱 耕転の深さおよび作業能

率などについて検討を加え, 適iL:_なる指示を与えることが必要である｡

5. 農道の整備 農道の盤値が悪いため,農作業の機械化を附ノ苦し,また姓産物の搬出や

肥料の運搬などに困難をきたしているC農道の盤備が必要である｡
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